
（注）①佐世保市が年度当初に収集した情報を掲載しているため、最新の状況や各施設の HP とは異なる場合があります。 
②利用料やその他実費等については、必ず各施設にご確認ください。また、必ずご見学ください。 
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【施設の概要】 

設置・運営 社会福祉法人 長崎たちばな会 

園   長 宮田 幸正 

T E L 31-2664 

F A X 31-7019 

H  P http://www.sours-navi.net/tenjin/ 

認可年月日 S45．4．1 

建   物 
構 造 木造2 階建 
整備年月 
（築年数） H１９年５月 

敷 地 面 積 2847.97 ㎡ 

延 床 面 積 1018.31 ㎡ 

【受入状況】  

利 用 定 員 １２０名 

受 入 年 齢 生後2 か月 

利 用 区 分 1 号 ― 2 号 〇 3 号 〇 

開 所 時 間 6:50～20:00 

休 園 日 日曜・祝日・12/29～1/3 

給 食 費 2 号：4,800 円/月（主食持参） 

【利用可能サービス】  

延 長 保 育 17:50～20:00／1 日：   0 円 

一時預かり 
※自主事業 

8:00～17:00／1日：0～2歳2,000 円 
             3 歳以上 1,500 円 

半日：1,000 円 
１か月～（給食・おやつ代込み） 

休 日 保 育 ― 

障 がい児 保 育 無 (受け入れ状況は園へ確認下さい) 

通 園 バ ス ― 

誰でも通園制度 ― 

【子育て支援】  

園 舎 開 放 〇 要 連絡 園 庭 開 放 〇 要 連絡 

子育て相談 〇 要 連絡 

【その他】  

給   食 
アレルギー対応 〇 

調理状況 施設内調理 

お む つ 

布または紙 どちらでも OK 

おむつの持ち帰り 布のみ持ち帰り 

おむつのサブスク ― 

保 護 者 会 ― 

【園の１日】※概ねの１日です       ※3 歳未満児は、10時頃おやつ 
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【入所状況】R８．４月現在  【職員数】R８．４月現在 

年 齢 人 数  職 員 人 数 

乳 児 6  園 長 1 

１歳児 22  主任保育士 1 

２歳児 22  保育士 22 

３歳児 22  調理員等 3 

４歳児 24  看護師等 1 

５歳児 23  その他 2 

合 計 119  合 計 30 

認可保育所 

所在地：天神２丁目２７２‐４９ 

 

【バス】天神中部 ／ 徒歩３分     

Map.１5 

 

交通
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☺園外保育をできるだけ取り入れ、なるべくたく 

さんの刺激を園児に与える。 

☺食べることを大切にし、心も体も健康に育つよ 

うに心がける。  

☺一人ひとりの園児が、善悪が解り、人を思いや 

る子どもに育つよう心をこめて保育する。 

☺やりたいことをやれる子ども 

☺人と関わる力を持った子ども
★☆

4月：進級式       11月：七五三参り・  

5月：親子遠足          ピアノと歌の調べ   

6月：天神公園菖蒲見学    12月：クリスマス会・お遊戯会  

7月：七夕会            もちつき 

8月：夏祭り・プール遊び   1月：凧揚げ・正月遊び  

9月：お月見会       2月：節分の行事 

10月：運動ピクニック    3月：ひなまつり会・卒園式 

                 お別れ遠足 

１5 
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15 天神保育園 

 

 

 

 

★★★ 保育理念 ★★★ 

人の一生を左右する、幼児期の育ちを守り   

支えていく責任を全うする。 

 

≪保育目標≫ 

望ましい子ども像 

健康な体を持つ子ども 

豊な感性を持つ子ども  

思いやりの心を持つ子ども 

を育成することを目標とする。 

≪保育方針≫ 

心からの笑顔をもって、子ども達一人ひとりを大切に思い、 

暖かな雰囲気の中で柔軟な保育をする。 

≪天神保育園が大切に思うこと≫ 

◆子ども達一人ひとりを慈しみ大切にすること 

◆一日の大半を過ごす子ども達にとって家庭の 

ようにやすらぐ場所であること 

◆保護者の方々の身になって考え、できる限り 

の援助すること 

◆地域社会にとって、必要な施設だと思われる 

こと 

◆戸外活動を十分に取り入れ、五感に刺激を与え成長を促す保育 

に努めること 

 


